チヤ ィコ フス キ ー の 「秋の 歌」 という 小曲が ある。 

私はジ ンバ リストの 演奏した この 曲の レコ ー ドを持 つ 

ている。 そして、 折に ふれて、 これ を 取り出して、 独 

り 静かに この 曲の 呼び出す 幻想の 世界に わけ 入る。 

北欧の、 果て もな き 平野の 奥に、 白樺の 森が ある。 

歎く ように 垂れた 木々 の 梢 は、 もう 黄金色に 色づ いて 

いる。 傾く 夕日の 空から、 淋しい 風が 吹き 渡る と、 落 

葉が、 美しい 美しい 涙の ように ふり 注ぐ。 

私 は、 森の 中 を 縫う、 荒れ果てた 小径 を、 あても な 

さまよ 

く 彷徨い 歩く。 私と 並んで、 マリアナ. ミ ハイ ロウ ナ 

が 歩いて いる。 



二人 は 黙って 歩いて いる。 しかし、 二人の 胸の 中に 

行き交う 想い は、 ヴァイオリンの 音に なって、 高く 低 

く 聞こえて いる。 その 音 は、 あらゆる 人の 世の 言葉に 

も 増して、 遣る瀬ない 悲しみ を 現わした ものである。 

私が G の絃で 話せば、 マリアナ は E の絃で 答える。 絃 

の 音が、 断え て は 続き 続いて は 消える 時に、 二人 は 立 

止まる。 そして、 じっと 眼 を 見交わす。 二人の 眼に は、 

露の 玉が 光って いる。 

二人 はまた 歩き 出す。 絃の音 は、 前よりも 高く ふる 

むせ 

えて、 やがて 咽ぶ ように 落ち入る。 

ヴァイオリンの 音の、 起伏す るの を 受けて、 山彦の 



喰い 入る、 淋しい 淋しい あきらめの 涙で ある。 

夜が 迫って 来る。 マリアナの 姿 はもう 見えない。 私 

は、 ただ 一人 淋しく、 森の はずれの 切株に 腰 を かけて、 

かすかな 空の 微光の 中に 消えて 行く 絃の 音の 名残 を 追 

うてい る。 

気がつく と、 曲 は 終って いる。 そして、 膝に のせた 

手の さきから、 燃え 尽 した 巻 煙草の 灰が ほとりと 落ち 

て、 緑の 力— ペットに 砕ける。 

(大正 十 一 年 九月 『渋柿』) 
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